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「ヨコハマたまねぎドレッシング」新発売 

～ 子どもたちが商品を通して地産地消を推進し、日本の農業を横浜から元気に！ ～ 

 

グローカルデザインスクール株式会社 (静岡県牧之原市、代表取締役：大竹 千広) と株式会社寺子屋根っこ塾 (横浜

市都筑区、代表取締役：大竹 千広) が共同で運営する小中学生向け教育プログラム「横浜ジュニアビレッジ根っこ塾」では、

地域活性を目的に小中学生が農業ビジネスを行っています。 

11月 19日より、横浜ジュニアビレッジが開発した商品「ヨコハマたまねぎドレッシング」を新発売します。 

 

■ヨコハマたまねぎドレッシング 

・内容量   ： 300mL 

・賞味期限 : 2024 年 5月 11日 

・販売サイト: ジュニアビレッジのオンラインショップ   

(https://jvglocal.thebase.in/)  

※順次、以下の店舗様でもお取り扱いいただく予定です。 

・木風心風堂様（都筑区） 

・青葉郵便局様（青葉区） 

・横浜すすき野郵便局様（青葉区） 

・青葉台郵便局様（青葉区） 

写真左：開発した商品、写真右：小中学生による味の調整の様子 

 

■商品への想い、解決したい社会課題 

横浜ジュニアビレッジ根っこ塾は人口 370 万人の横浜から地産地消を推進することで、日本の農業を横浜から元気にす

ることを目的に、2021年から活動を始めました。今年度は「会社経営を通じて、地域と交流し、横浜のフードロスを削減する」

ことを年間活動目標として、小中学生が栽培から商品企画、販売まで実施しています。開発した「ヨコハマたまねぎドレッシン

グ」のコンセプトは「元気」。ドレッシングを通じて農家さんを元気に、横浜の野菜たっぷりで体も元気に、つくるものがたりを

聞いて食べる人もさらに元気に、自然にみんなから笑顔があふれる商品にしたい、という思いがこめられています。 

今回の商品開発では循環型農業・持続可能な農業を子どもたちと実践していくために、土づくりから実施しました。有限会

社秋山木工 (横浜市都筑区、代表取締役：秋山 利輝) の工場から出たおがくずや、市内で集めた落ち葉や米ぬかなど、

横浜の資源を使った完熟堆肥を作り栽培に活用。農薬不使用のタマネギ栽培に挑戦しました。また原材料のタマネギは、

協業した農業生産法人 Universal Agriculture Support (横浜市青葉区、代表社員：金子 栄治) の規格外のタマネギも含ま

れており、ドレッシングを通してフードロス問題の解決にも貢献したいと考えています。 

また、味の調整には TSUBAKI食堂 (横浜市中区) の椿直樹シェフ、パッケージデザインの作成には Craft for Kids (横浜

市港北区) 主宰の嶋田英津子氏にご協力をいただき、地域に根ざした商品となりました。今後も地域の共感の輪を広げて

いき、横浜市内のジュニアビレッジの活動拠点や商品数も増やしていく予定です。 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

グローカルデザインスクール株式会社 大竹・村田  TEL：045-912-0981   E-mail：support@glocal-ds.co.jp 

 

https://jvglocal.thebase.in/
mailto:support@glocal-ds.co.jp


参考： グローカルデザインスクール株式会社の事業概要 

本社住所: 〒421-0407静岡県牧之原市布引原 1076-2 

設立    : 2018年 7月 5日（平成 30年） 

資本金  : 7,000,000円 

事業内容: ① 「アグリアーツ®」の理念に基づいた各種人材育成プログラム企画運営 

＊小中学生向け次世代イノベーター育成コミュニティスクール「ジュニアビレッジ」 

＊企業向け研修・協働プロジェクト「コーポレートビレッジ」 

② ビレッジローカルスタートアップ支援事業 

③ 販売プラットフォーム事業 

 

■「アグリアーツ®」とは 

課題解決力や創造力、コミュニケーション力など、不確実な未来を生き

抜いていくために必要な力について、「農業はリベラルアーツである」とい

う考えからグローカルデザインスクールが提唱した言葉です。ジュニアビレ

ッジはアグリアーツの実践の場であり、プログラムの根幹の考え方となっ

ています。 

【右図】 アグリアーツのイメージ図 

 

■「ジュニアビレッジ」とは 

小中学生が農業をテーマにビジネスに挑戦するコミュニティスクールです。 

子ども達は、正解のない地域課題に向き合い、自分たちにできることは何か？を考え、行動する体験を年間通じて繰り返

していきます。 

農業に向き合い生産した農作物で商品企画開発を行い、地域で販売までを行います。自分たちが住む地域を自らの力で

成長させていくこの活動は、主体的に動くことの責任感や達成感を経験し“不確実な未来を「生き抜く力」”を養っていきま

す。 

 

■参考 URL 

ジュニアビレッジ HP： https://jvglocal.com/ 

 

https://jvglocal.com/

